第1章、下北核半島の実態（シンポジウム，青森県下北"核"半島の現状と課題，神田校舎7号館7階772教室，2015年10月10日開催） by 鎌田 慧















































































点セット」。これで 1 兆円というプランだったのです、発表した当時は。 
 それもひどいマヤカシで、今は濃縮ウラン工場と再処理工場と低レベルの廃棄物のほかに、
高レベルの廃棄物の貯蔵所と MOX 工場も建設することになりました。70 年代初めから核セン
ター構想があったのですね。低レベルの核廃棄物は運ぶけれど、高レベルは運ばないと宣伝し
















－ 5 － 
































－ 6 － 
 余談ですけれど「知事は核燃料サイクルの知っていたのですね」と幹部に確認すると、「大体



































 ところがいま、六ケ所村へはこの間、九州電力の「玄海原発」から使用済み燃料が 5 トン入っ
て来ましたね。これは 8 月 31 日に、それで使用済み燃料の在庫量は 2,964 トンで、フルが 3,000








































 1985 年に、青森県六ヶ所村が核燃サイクル施設の立地を受け入れて、30 年が過ぎた。2011
年 3 月の東京電力福島第１原発事故後、各地で脱原発の声が大きくなったが六ヶ所村は違った。
2014 年 6 月の村長選では、「核燃との共存共栄」を掲げた候補が得票率 95％で圧勝し、2015 年
4 月の村議選では、「核燃に頼らない村を」と訴えた候補だけが落選した。 













1985 年 4 月のことだ。 
 なぜ、受け入れたのか。背景には、1969 年閣議決定された「新全国総合開発計画」に盛り込
まれた「むつ小川原開発」がある。六ヶ所村を中心に巨大石油コンビナートを作る構想で、約
